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教育・研究業績書 
診療科名 
越谷病院眼科 

＜教員の紹介＞ 

教   授 筑 田   眞 
教   授 鈴 木 利 根 
准 教 授 門 屋 講 司 
准 教 授 松 本 行 弘 
講   師 西 尾 正 哉 

Ⅰ 教 育 活 動                                                         

    教育実践上の主な業績    年 月            概     要 

① 教育内容 ・ 方法の工夫 （授業評価を含む）                                           

１．学生の授業参加意識の向上の取り組み 

 

 

 

 

２．学生による授業評価の活用 

 

 

 

2004年 5月～現在 

 

 

 

 

2004年 5月～現在 

授業においては眼科学の専門性と特殊性を考え、

平易な説明と眼球運動の動画や眼底写真など、視

聴覚教材を積極的に活用し、授業科目へ興味を持

ってもらうことを意識した。 

 

毎学期授業終了後に行われる授業評価アンケー

トの結果に基づいて授業の理解度と授業方法が

適切であるか否かを確認し、次学期以降の授業内

容・方法の改善に役立てている。 

 

② 作成した教科書、教材、参考書  

「獨協医科大学医学部シラバス」の担当部

の作成 

 

2004年 5月～現在 授業内容を要約した教材を作成。毎回の授業時に

配布し、学生の理解と学習の一助としている。 

 

 

 

③ 教育方法・教育実践に関する発表、講演・その他教育活動上特記すべき事項 

第 107回神奈川県眼科集談会特別講演 

「糖尿病網膜症-良好な視機能維持のため

に-」 

 

平成 18年度大阪府保険医協会眼科部学術講

演 

「眼窩底骨折に対する手術-良好な機能回

復を目指して-」 

 

2005年 7月 

筑田 眞 

 

 

2006年 11月 

筑田 眞 

 

糖尿病網膜症に関して、症例をもとに講演した。 

 

 

 

眼窩底骨折に関して、症例をもとに講演した。 
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教育・研究業績書 
診療科名 

越谷病院眼科 

職名 

教授 

氏名 

筑田  眞 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1979年 4月～現在 

1990年 5月～現在 

1990年 11月～現在 

1995年 12月～現在 

1998年 12月～現在 

日本眼科学会員 

日本眼科手術学会員 

日本網膜硝子体学会員 

日本糖尿病眼学会員 

日本眼内レンズ屈折手術学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

 

【著 書】 

和文 

1. 筑田眞:ＸⅡ．多重手術と眼内レンズ-3.網膜硝子体手術と眼内レンズ．眼内レンズを科学する,115,2006. 

 

 

【原 著】 

欧文 

1. Nishio M, Tnaka C, Chikuda M: Increased corneal thickness and associated factors after laser in situ 

keratomileusis. 獨協医学会 34:21-27,2007. 

 

和文 

1. 鈴木詠美子，門屋講司，林振民，筑田眞:アトピー白内障患者の角膜内皮細胞変化．あたらしい眼科 

21:523-525,2004. 

2. 西尾正哉，田中千代美，筑田眞:超音波乳化吸引術における分散型およびViscoadaptive型粘弾性物質の角膜内皮

細胞保護効果の比較．眼科手術 17:605-608,2004. 

3. 中村昌弘，江口万祐子，伊勢武比古，小俣仁，筑田眞:シャープエッジポリメチルメタクリレート(PMMA)眼内レン

ズ後嚢混濁抑制効果-第 2報．日本眼内レンズ屈折手術学会誌 18:147-150,2004. 

4. 松本行弘，筑田眞:Glaucoma Progression Analysis(緑内障視野進行解析)．眼科手術 18:59-61,2005. 

5. 中村昌弘，江口万祐子，伊勢武比古，小俣仁，筑田眞:アクリル眼内レンズデザインの違いと術後早期の後嚢混濁

抑制効果．あたらしい眼科 22:105-108,2005. 

6. 松本行弘，三浦克洋，筑田眞:緑内障患者に対する白内障手術後のラタノプロスト単剤への切り替えの影響．あた

らしい眼科 22:979-983,2005. 

7. 松本行弘，三浦克洋，筑田眞:無硝子体緑内障眼に対する前房維持カニューラを使用したマイトマイシンC併用線

維柱帯切除術．眼科手術 19:233-236,2006. 

8. 門屋講司，田中朗，田中寧，鈴木利根，筑田眞:網膜静脈分岐閉塞症の長期予後．臨床眼科 60:1375-1378,2006. 

9. 松本行弘，三浦克洋，筑田眞:続発緑内障に対する硝子体手術と線維柱帯切除術同時施行例の手術成績．眼科臨床
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医報 100:775-780,2006. 

10. 松本行弘，今井康雄，山口真一郎，筑田眞:糖尿病黄斑浮腫に対する硝子体手術後の視力予後因子評．眼科臨床医

報 101:1089-10941,2007. 

11. 忍田栄紀，松本行弘，筑田眞:特発性黄斑円孔Gass分類stage2症例に対する内境界膜剥離併用硝子体手術の成績．

眼科臨床医報 101:1089-1091,2007. 

12. 武藤哲也，瀬川敦，松本行弘，筑田眞,薄井紀夫:再発性硝子体出血を生じた梅毒性網膜血管炎の 1 例．眼科 

49:1733-1738,2007. 

13. 松本行弘，新井清美，筑田眞:増殖糖尿病網膜症に対する初回経毛様体扁平部硝子体手術の術後経過-若年郡と高

齢郡での比較- 眼科臨床紀要 1:115-121,2008. 

14. 門屋講司，田中朗，田中寧，鈴木利根，瀬川敦，筑田眞:光凝固術後の網膜裂孔患者の長期予後．臨床眼科 

62:1365-1367,2008. 

 

【症例報告】 

欧文 

1. Nishio M, Suzuki T, Oshia E, Matsumoto Y, Chikuda M:A case of primary sjogren’s syndrome presenting various 

visual field changes. Neuro-ophthalmol.Jpn 30:95-99,2006. 

 

和文  

1. 松本行弘，筑田眞，内野泰，小俣仁:レーザー虹彩切開術後にUveal Effusion Syndromeが生じた 1 症例．あたら

しい眼科 21:265-269,2004. 

2. 林麗如，林振民，門屋講司，筑田眞:高度な視神経乳頭牽引を伴った外傷性網膜前黄斑線維症の 1 例．臨床眼科   

58:2023-2026,2004. 

3. 山口真一郎，松本行弘，瀬川敦，小浜聡，筑田眞:若年者増殖糖尿病網膜症に対する硝子体手術成績—10 年前との

比較-．眼科臨床医報 100:93-96,2006. 

4. 松本行弘，瀬川敦，筑田眞，小林史樹:両眼硝子体手術後に透析導入によりすみやかに消失した糖尿病黄斑浮腫の

症例．眼科臨床医報 100:237-242,2006. 

 

【総 説】 

 

【そ の 他】 
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教育・研究業績書 
診療科名 

越谷病院眼科 

職名 

教授 

氏名 

鈴木 利根 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1979年 4月～現在 

1984年 3月～現在 

1992年 2月～現在 

2002年 4月～現在 

日本眼科学会員 

日本神経眼科学会員 

日本小児眼科学会員 

日本斜視弱視学会員 

埼玉県眼科医会理事 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

 

【著 書】 

和文 

1. 鈴木利根:眼窩・眼筋疾患，外眼筋麻痺．眼科プラクティス，文光堂，pp281-283,2008. 

2. 鈴木利根:眼窩・眼筋疾患，重症筋無力症．眼科プラクティス，文光堂，pp284-285,2008. 

 

【原 著】 

欧文 

1. Suzuki T, Segawa A, Uchino Y, Nishio M, Chikuda M: Function visual loss associated with trauma and athletic 

club membership in high school. Neuro-Ophthalmolgy 31:187-190,2007. 

 

和文 

1. 鈴木利根，瀬川敦，鈴木君代，筑田眞:コンタクトレンズ装用による眼瞼下垂．眼科 47:441-445,2005. 

2. 鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:眼瞼下垂手術例の原因病型に関する検討．臨床眼科 

59:2003-2005,2005. 

3. 鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:高齢者の眼瞼下垂における重症筋無力症の鑑別．あたらしい眼科 

23:1054-1057,2006. 

4. 杉谷邦子，江口万祐子，鈴木利根，筑田眞:当事者が開発していく地域の「社会資源」および「医療と福祉の連携」．

日本眼科紀要 57:429-432,2006. 

5. 鈴木利根，西尾正哉，筑田眞:楕円形眼振．神経眼科 24:287-394,2007. 

 

【症例報告】 

欧文 

1. Suzuki T, Segawa A, Uchino Y, Nishio M, Chikuda M: Central retinal artery occlusion in a Japanese woman 

with Takayasu Disease. J Neuroophthalmol 23:141-145,2006. 

2. Nishio M, Suzuki T, Oshida E, Matsumoto Y, Chikuda M:A case of primary Sjogren’s syndrome presenting 

various visual field changes. Neuro-ophthalmol.Jpn 30:95-99,2006. 
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和文  

1. 反町一恵，鈴木利根，小林豊茂，筑田眞:ルアー針による小児的眼外傷．あたらしい眼科 21:250-252,2004. 

2. 鈴木詠美子，鈴木利根，筑田眞:咳嗽により両眼の高度の結膜下出血と眼瞼皮下出血をきたした男児例．眼科臨床

医報 98:505-506,2004. 

3. 忍田栄紀，松本行弘，鈴木利根，筑田眞、桜井祐成:抗好中球細胞質抗体(ANCA)関連腎炎に発症した救護視神経炎．

臨床眼科 58:1499-1503,2004. 

4. 岡本洋幸，鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:動眼神経麻痺で発症し、急速な進行をきたした眼窩先

端部原発のMALTリンパ腫. 眼科臨床医報 99:50-53,2005. 

5. 山田裕一，西尾正哉，三須一雄，田中寧，鈴木利根，筑田眞，小林豊茂:競争槍による眼外傷の１例. 眼科臨床医

報 99:716-719,2005. 

6. 杉谷邦子，江口万祐子，鈴木利根，筑田眞:読み書きに困難をもつ女子にみられた特異な眼球運動の異常とそのア

ケア．日本眼科紀要 56:614-618,2005. 

7. 鈴木利根，内野泰，西尾正哉，杉谷邦子，筑田眞，州鎌盛一:発達障害のある 16 歳女子にみられた眼球および眼

瞼の運動異常．神経眼科 23:474-478,2006. 

8. 鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:両側涙腺部腫瘍の 5例．眼科臨床医報 101:124-127,2007. 

9. 杉谷邦子，鈴木利根，筑田眞:左側外傷性脳損傷児における黄色フィルター装用による視覚認知障害の改善．眼科

臨床医報 101:171-174,2007. 

10. 鈴木利根，瀬川敦，西尾正哉:両側外転麻痺の男性症例．神経眼科 24:65-70,2007. 

11. 西尾正哉，鈴木利根:複視を契機に診断され、急速に失明に至った癌性髄膜炎の 1例. 神経眼科 24:338-343,2007. 

12. 鈴木利根，内野泰，西尾正哉，杉谷邦子:外眼筋麻痺に瞳孔障害を伴った症例．神経眼科 24:451-455,2007. 

 

【総 説】 

和文 

1. 鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:片側外転神経麻痺-海綿静脈洞付近の病変について-. 神経眼科 

24:185-189,2007. 

2. 鈴木利根:網膜片頭痛．小児内科 40:836-838,2008. 

 

【そ の 他】 

和文 

1. 杉谷邦子， 鈴木利根 :Q.22 軽度発達の障害児の眼所見とその注意点を教えてください．小児内科 

39:pp227-229,2007. 

2. 鈴木利根:眼球突出．今日の治療指針 2009年版，医学書院,p1084,2008. 
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教育・研究業績書 
診療科名 

越谷病院眼科 

職名 

准教授 

氏名 

門屋 講司 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1979年 4月～現在 

1984年 3月～現在 

1994年 6月～現在 

1998年 6月～現在 

日本眼科学会員 

日本神経眼科学会員 

日本白内障学会員 

日本網膜硝子体学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

 

【著 書】 

和文 

 1．門屋講司:眼科の検査-視力･視野の検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 196-197,2007. 

 2. 門屋講司:眼科の検査-屈折検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 198,2007. 

 3. 門屋講司:眼科の検査-調節検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 199,2007. 

 4. 門屋講司:眼科の検査-眼圧検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 200,2007. 

 5. 門屋講司:眼科の検査-眼底検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 201-202,2007. 

 6. 門屋講司:眼科の検査-細隙灯微鏡検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 203,2007. 

 7. 門屋講司:眼科の検査-眼科ME -．最新･ナースのための検査マニュアル 204-205,2007. 

 8. 門屋講司:眼科の検査-画像診断 -．最新･ナースのための検査マニュアル 206-207,2007. 

 9. 門屋講司:眼科の検査-涙器･角膜検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 208-209,2007. 

10. 門屋講司:眼科の検査-眼内レンズ移植に関する検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 210,2007. 

11. 門屋講司:眼科の検査-光覚検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 211,2007. 

12. 門屋講司:眼科の検査-色覚検査-．最新･ナースのための検査マニュアル 212,2007. 

 

【原 著】 

和文 

1. 鈴木詠美子，門屋講司，林振民，筑田眞:アトピー白内障患者の角膜内皮細胞変化．あたらしい眼科 

  21:523-525,2004. 

2. 鈴木詠美子，松本行弘、門屋講司，筑田眞:潰瘍性大腸炎に合併した貧血性網膜症の 1症例．眼科臨床医報 

 98:919-922,2004. 

3. 林麗如，林振民，門屋講司，筑田眞:高度な視神経乳頭牽引を伴った外傷性網膜前黄斑線維症の 1例．臨床眼科 

   58:2023-2026,2004. 

4. 田中朗，門屋講司，新井清美，池辺朋子，松本行弘，田中寧，筑田眞:加齢黄斑変性の血漿アポ蛋白質とリポ蛋白 

  質(a)およびプラスミノーゲン．臨床眼科 59:643-646,2005. 

5. 門屋講司，田中朗，田中寧，鈴木利根，筑田眞:網膜静脈分岐閉塞症の長期予後．臨床眼科 60:1375-1378,2006. 

6. 門屋講司，田中朗，田中寧，鈴木利根，瀬川敦，筑田眞:光凝固術後の網膜裂孔患者の長期予後．臨床眼科 
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  62:1365-1367,2008. 

 

【症例報告】 

和文 

1. 武藤哲也，松本行弘，門屋講司，筑田眞:都市型角膜真菌症の 1例．眼科 47:441-445,2005. 

 

【総 説】 

和文 

1. 西原仁，門屋講司，都筑昌哉:水晶体:粘弾物質，後発白内障 1～2，PEAの変法，新技術と術後経過，合併症と対策． 

  眼科 46:527-533,2004. 

 

【そ の 他】 
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教育・研究業績書 
診療科名 

越谷病院眼科 

職名 

准教授 

氏名 

松本 行弘 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1993年 7月～現在 

1993年 7月～現在 

 

日本眼科学会員 

日本眼科手術学会員 

American Academy of Ophthalmology 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

 

【著 書】 

 

【原 著】 

欧文 

1. Seeberger TM, Matsumoto Y, Alizadeh A, Fitzgerald PG, Clark JI: Digital image capture and quantification 

of subtle lens opacities in rodents. J Biomed Opt 9:116-120,2004. 

2. Koh SW, Coll TJ, Rose L, Matsumoto Y, Hogginbotham EJ: Antiglaucoma eye drop pulses-increased interleukin-6 

secretion by Tenon’s fibroblast cultures. J Glaucoma 13:200-209,2004. 

 

和文 

1. 松本行弘，筑田眞:Glaucoma Progression Analysis(緑内障視野進行解析)．眼科手術 18:59-61,2005. 

2. 松本行弘:網膜疾患．眼科 47:569-570,2005. 

3. 松本行弘，三浦克洋，筑田眞:緑内障患者に対する白内障手術後のラタノプロスト単剤への切り替えの影響．あた

らしい眼科 22:979-983,2005. 

4. 松本行弘，三浦克洋，筑田眞:無硝子体緑内障眼に対する前房維持カニューラを使用したマイトマイシンC併用線

維柱帯切除術．眼科手術 19:233-236,2006. 

5. 松本行弘，三浦克洋，筑田眞:続発緑内障に対する硝子体手術と線維柱帯切除術同時施行例の手術成績．眼科臨床

医報 100:775-780,2006. 

6. 今井康雄，松本行弘，筑田眞:急速に進行し予後不良であったポリープ状脈絡膜血管症(PCV)の 1 例．眼科臨床医

報 101:687-689,2007. 

7. 忍田栄紀，松本行弘，筑田眞:特発性黄斑円孔Gass分類stage2症例に対する内境界膜剥離併用硝子体手術の成績．

眼科臨床医報 101:1089-1091,2007. 

8. 松本行弘，新井清美，筑田眞:増殖糖尿病網膜症に対する初回経毛様体扁平部硝子体手術の術後経過-若年郡と高

齢郡での比較- 眼科臨床紀要 1:115-121,2008. 

9. 松本行弘，石井清:緑内障における病診連携の重要性-2007年における埼玉県でのアンケート集計結果からの考察- 

眼科臨床紀要 1:634-640,2008. 

10. 松本行弘，新井清美，筑田眞:強度近視眼に対してマイナス･ゼロ度数眼内レンズ(MA60MA)を使用した超音波白内

障手術例の検討．眼科臨床紀要 2:5-10,2009. 
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【症例報告】 

欧文 

1． Nishio M, Suzuki T, Oshida E, Matsumoto Y, Chikuda M: A case op praimary Sjogren’s syndrome presenting 

various visual field changes. Neuro-ophthalmol Jpn 30:95-99,2006. 

 

和文 

1. 瀬川敦，松本行弘，筑田眞:Bietti crystalline chorioretinal dystrophyの同胞例．臨床眼科 59:1547-1554,2005 

2. 忍田栄紀，松本行弘，伊勢武比古，武藤哲也，筑田眞:眼内レンズ毛様溝縫着術後に生じた網膜光障害の 1例．眼

科臨床医報 99-879-882,2005. 

3. 松本行弘，瀬川敦，筑田眞，小林史樹:両眼硝子体手術後に透析導入によりすみやかに消失した糖尿病黄斑浮腫の

症例．眼科臨床医報 100:237-242,2006. 

4. 松本行弘，新井清美，山口真一郎，小浜聡，瀬川敦，筑田眞:獨協医科大学越谷病院において初回硝子体手術を受

けた増殖糖尿病網膜症最終成績．日本眼科紀要 58:17-22,2007. 

5. 松本行弘:小切開白内障術後の眼内レンズ嚢内固定が保持された鈍的眼外傷性無虹彩症．眼科臨床医報 

101:596-600,2007. 

6. 松本行弘:妊娠期における眼合併症としての Valsalva網膜症．眼科臨床医報 101:666-670,2007. 

7. 松本行弘:放射状角膜切開術 20年後に施行した 2.2mm強角膜切開白内障手術．眼科臨床医報 101:694-700,2007. 

8. 松本行弘:ドメスティックバイオレンス(DV)による両眼同時水晶体落下例．眼科臨床紀要 1:41-44,2008. 

9. 松本行弘:糖尿病黄斑浮腫に対するトリアムシノロン硝子体注射後に発症した無菌性眼内炎と考えられた症例．眼

科臨床紀要 1:108-114,2008. 

10. 今井康雄，松本行弘:調節機能解析装置AA-1で測定したむち打ち損傷の 2例．眼科臨床紀要 1:1183-1187,2008. 

 

【総 説】 

和文 

1. 松本行弘，筑田眞:眼科領域における感染症と最近の動向．獨協医学会誌 31:267-274,2004. 

2. 松本行弘:緑内障視野進行解析(Guided Progression Analysis:GPA2) 眼科手術 21:467-470,2008. 

 

【そ の 他】 
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教育・研究業績書 
診療科名 

越谷病院眼科 

職名 

講師 

氏名 

西尾 正哉 

 

大学院の研究指導担当資格  無 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1993年 6月～現在 

1994年 8月～現在 

1995年 3月～現在 

1995年 12月～現在 

日本眼科学会員 

日本神経眼科学会員 

日本眼内レンズ屈折手術学会員 

日本眼科手術学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

Nishio M, Arai K: Quantitative analysis of chondroitin sulfate in tear fluids following laser in situ  

keratomileusis. Ophthalmic Res 38:274-279,2006. 

 

【著 書】 

 

【原 著】 

欧文 

1. Nishio M, Tnaka C, Chikuda M: Increased corneal thickness and associated factors after laser in situ 

keratomileusis. 獨協医学会 34:21-27,2007. 

2. Suzuki T, Segawa A, Uchino Y, Nishio M, Chikuda M: Function visual loss associated with trauma and athletic 

club membership in high school. Neuro-Ophthalmolgy 31:187-190,2007. 

 

和文 

1. 西尾正哉，田中千代美，筑田眞:超音波乳化吸引術における分散型およびViscoadaptive型粘弾性物質の角膜内皮

細胞保護効果の比較．眼科手術 17:605-608,2004. 

2. 鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:眼瞼下垂手術例の原因病型に関する検討. 臨床眼科 

59:2003-2005,2005. 

3. 鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:高齢者の眼瞼下垂における重症筋無力症の鑑別. あたらしい眼科 

23:1054-1057,2006. 

4. 西尾正哉，明石文生，反町一恵，今井康雄，的場直美，山田裕一，筑田眞:アコモデーションアナライザーAA-1を

用いたLaser In Situ keratomileusis術後早期の調節機能状態の解析. IOL&RS 20:408-412,2006. 

5. 西尾正哉，明石文生，反町一恵，今井康雄，的場直美，山田裕一，筑田眞:LASIK後白内障手術の眼内レンズパワ

ーずれシミュレーション．臨床眼科 61:95-99,2007. 

6. 鈴木利根，西尾正哉，筑田眞:楕円形眼振．神経眼科 24:287-394,2007. 

7. 西尾正哉，明石文生、反町一恵，三木新一，山田裕一，今井康雄，的場直美，筑田眞:Laser In Situ Keratomileusis

後の眼内レンズパワー計算-各方法の比較シミュレーション-．IOL&RS 20:202-206,2008. 
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【症例報告】 

欧文 

1. Suzuki T, Segawa A, Uchino Y, Nishio M, Chikuda M: Central retinal artery occlusion in a Japanese woman 

with Takayasu Disease. J Neuroophthalmol 23:141-145,2006. 

2. Nishio M, Suzuki T, Oshida E, Matsumoto Y, Chikuda M:A case of primary Sjogren’s syndrome presenting 

various visual field changes. Neuro-ophthalmol.Jpn 30:95-99,2006. 

 

和文 

1. 岡本洋幸，鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:動眼神経麻痺で発症し、急速な進行をきたした眼窩先

端部原発のMALTリンパ腫. 眼科臨床医報 99:50-53,2005. 

2. 山田裕一，西尾正哉，三須一雄，田中寧，鈴木利根，筑田眞，小林豊茂:競争槍による眼外傷の１例. 眼科臨床医

報 99:716-719,2005. 

3. 西尾正哉，新井清美，筑田眞:涙液中コンドロイチン硫酸濃度を測定したPhotorefractive Keratectomyの 1症例． 

あたらしい眼科 23:1471-1474,2006. 

4. 鈴木利根，内野泰，西尾正哉，杉谷邦子，筑田眞，州鎌盛一:発達障害のある 16 歳女子にみられた眼球および眼

瞼の運動異常．神経眼科 23:474-478,2006. 

5. 鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:両側涙腺部腫瘍の 5例．眼科臨床医報 101:124-127,2007. 

6. 鈴木利根，瀬川敦，西尾正哉:両側外転麻痺の男性症例．神経眼科 24:65-70,2007. 

7. 鈴木利根，瀬川敦，杉谷邦子，内野泰，西尾正哉，筑田眞:中学・高校の運動部部活に関連し外傷を契機とした心

因性の視力障害. 眼科臨床医報 101:708-711,2007. 

8. 西尾正哉，鈴木利根:複視を契機に診断され、急速に失明に至った癌性髄膜炎の 1例. 神経眼科 24:338-343,2007. 

9. 鈴木利根，内野泰，西尾正哉，杉谷邦子:外眼筋麻痺に瞳孔障害を伴った症例．神経眼科 24:451-455,2007. 

 

【総 説】 

和文 

1. 鈴木利根，瀬川敦，内野泰，西尾正哉，筑田眞:片側外転神経麻痺-海綿静脈洞付近の病変について-. 神経眼科 

24:185-189,2007. 

 

【そ の 他】 

和文 

1. 西尾正哉:手術への正しい理解を．東京新聞，2007. 

 

 

 

 

 

 

 


